
海上の森の詩 

 
 最近、なにかと愛知万博誘致の頃を思い起こす。写真は

1995 年に出版された写真集。編著者は「ものみ山自然観察

会」。海上の森からのメッセージを紹介しよう。 

  

すべては「海上の森」との出会いから

はじまりました。瀬戸物の街、愛知県瀬

戸市の中心から車で 10 分あまり、大都市

名古屋からでも 1 時間程で矢田川の水源

にあたる海上の森の入り口につきます。 

 舗装道路が途切れると、そこはもう静

かな雑木林のなか。本当にここが瀬戸市

なのかと疑ってしまいます。 

 猿投山系の一角に位置する物見山(312m)の山麓には、今では貴重になったコナラや

アベマキなど、落葉広葉樹の雑木林が見渡すかぎり広がっています。瀬戸市海上町とい

う里にちなんで、いつのまにかこの森は「海上の森」と呼ばれる

ようになりました。 

 しかし、ある日突然この森が、2005 年に開催予定の 21 世紀万

国博覧会の候補地とされ、600ha をこえる森林が消滅の危機に陥

りました。そこで、海上の森の自然の豊かさと素晴らしさを一人

でも多くの人に知ってもらおうと「ものみ山自然観察会」を始め

て、5 年が過ぎました。 

 今までに 200 回を超える観察会を開き、地元瀬戸市だけでなく、

広く愛知県全域から多くの人々が訪れるようにな

りました。 

 最初は「万博」という巨大開発から名古屋の裏

山“海上の森”を何とか守りたいという気持ちで始

めたのですが、森の中を歩けば歩くほど自然の奥

深さと繊細な美しさに感動し、里山が人にとって

どれほど大切なものかをしみじみ感じるようにな

りました。 

 いままでは、里山は炭焼き等の経済活動の場として維持されてきましたが、これから

は、①人の心を育てる ②自然に触れる気持ち良さ ③生き物の多様性を守る等の新し

い里山の価値が、時代の要請として、特に重要になってくると思います。 

 世界中で東海地方にしかない貴重なシデコブシや、春の女神と呼ばれるギフチョウ等



も生息していますが、一見平凡な自然の中にも四季の移り変わり、長い年月を経ての植

物の変化、動植物の食う食われるの関係など、自然の不思議で巧妙な仕組みを垣間見る

事ができ、いつ訪れても森は人に新鮮な感動を与えてくれます。 

 こうした思いをこめて、海上の森の四季と“森へのエッセイ”を通じ、身近な自然の

もっている意味が伝えられればと、一冊の本を作りました。 

 あわただしい都会生活からちょっとはなれて、自然が奏でる“海上の森の詩”にひと

とき耳を傾けてみてください。 

 

 「雑木林の四季を歩こう!」という本書に誘われて、私も海上の森を何度か訪ねた。

ものみ山自然観察会の人たちに、里山を案内してもらったこともある。ゼミ生らと一緒

に物見山に登ったこともある。海上の森は私たちに里山の魅力を教えてくれた。 

 そんな海上の森を壊して、万博を行ない、その跡地でニュータウン開発をするという。

地元住民だけでなく、国内外の環境保護団体から反対の声がこだまし、それが BIE を

も突き動かすことになる。 
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